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 ヒトは進化過程において大脳皮質の容積を大幅に拡大し、
内部の神経回路を複雑化したことによって、多くの高次認知

機能を獲得したと考えられている。しかし、背景にある遺伝

的メカニズムはほとんどわかっていない。ヒト進化過程での
遺伝子重複によって出現した新しい遺伝子が、ヒト大脳皮質

発生に関与している可能性を検証するためにトランスクリプ

トーム解析を行った。この解析で発見されたヒト系統重複遺
伝子の１つである NOTCH2NLB は、ヒト以外の動物種には

存在せず、脳容積の異常を呈する先天性疾患と関連するゲノ

ム領域にコードされている。実験解析によって、NOTCH2NLB

はヒト皮質前駆細胞において細胞自律的にNotchシグナルを

活性化することによって、前駆細胞が神経細胞へと分化する

のを抑制し、前駆細胞を維持する効果を持っていることが明
らかになった。これらの結果から、ヒトは他の類人猿と分岐

した後に NOTCH2NLB 遺伝子を獲得したことによって、よ

り長期間に渡って神経新生が続くようになり、その結果とし
てより多くの神経細胞を含む大きな大脳皮質を獲得したと考

えられる。 
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